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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定すること
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガすることと、を備える方法。
【請求項２】
　前記トリガすることは、前記現在のＰ－ＭＰＲと前記前のＰ－ＭＰＲとの変化がしきい
値を超えており、前記前のＰ－ＭＰＲが最後のＰＨＲが送信された場合のＰ－ＭＰＲであ
ることに基づいて前記ＰＨＲのトリガをリプレースする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいて変化したか否かと、前記変化が示された
場合、前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいてどのように変化したのかとを示すこ
と、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける現在のＰ－
ＭＰＲによって影響されるか否かを示すこと、をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供することを備える、請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否か



(2) JP 2014-517595 A5 2015.3.26

を示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加した場合に、インジケーションを提供することを備える、請求項４に記載の方
法。
【請求項７】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否か
を示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで減少した場合に、インジケーションを提供することを備える、請求項４に記載の方
法。
【請求項８】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否か
を示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響された場合に
インジケーションを提供することを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、請求項３に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信の方法であって、
　イボルブド・ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）に、電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電
力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）において変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記ｅＮｏｄｅＢに、前記Ｐ－ＭＰＲが前記ＰＨＲにおいて
どのように変化したのかを示すことと、
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響され
ず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを
示す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加も減少もしていない場合に、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃは、前記ＰＨＲに
おけるインジケーションを設定することにより、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－ＭＰＲによ
って影響されるか否かを示すことと、
　前記ｅＮｏｄｅＢに、前記ＰＨＲを送信することと、を備える方法。
【請求項１１】
　前記インジケーションは、００の値に設定されるフィールドである、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加した場合
に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを０１の値に設定することによって
示される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
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ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少した場合
に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを１０の値に設定することによって
示される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響された場合に、前記
ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを１１の値に設定することによって示される
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信の方法であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）値をレポートせよとの要求をイボルブド・ノード
Ｂから受信することと、
　前記Ｐ－ＭＰＲ値に関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信
することと、
　ここで、前記ＰＨＲは、インジケーションフィールドを含む、
　ここで、前記インジケーションフィールドは、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣ

ＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃ

が、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示す最後のレポートから、前記Ｐ－Ｍ
ＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少もしていない場合に、
前記インジケーションフィールドは、００の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加した場合に、前記インジケーションフィールドは、０１の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で減少した場合に、前記インジケーションフィールドは、１０の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受ける
場合に、前記インジケーションフィールドは、１１の値に設定される、
を備える方法。
【請求項１７】
　無線通信のための装置であって、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定する手段
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガする手段と、を備える装置。
【請求項１８】
　前記トリガする手段は、前記現在のＰ－ＭＰＲと前記前のＰ－ＭＰＲとの変化がしきい
値を超えており、前記前のＰ－ＭＰＲが最後のＰＨＲが送信された場合のＰ－ＭＰＲであ
ることに基づいて前記ＰＨＲのトリガをリプレースする、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいて変化したか否かを示す手段と、
　前記変化が示された場合、前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいてどのように変
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化したのかとを示す手段と、をさらに備える請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける現在のＰ－
ＭＰＲによって影響されるか否かを示す手段、をさらに備える請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を
受けることを示す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失
変化しきい値以上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供する、請
求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を
受けることを示す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失
変化しきい値以上まで増加している場合に、インジケーションを提供する、請求項２０に
記載の装置。
【請求項２３】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を
受けることを示す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失
変化しきい値以上まで減少している場合に、インジケーションを提供する、請求項２０に
記載の装置。
【請求項２４】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響された場合にインジケーションを提供する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　無線通信のための装置であって、
　イボルブド・ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）に、電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電
力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）において変化したか否かを示す手段と、
　前記変化が示された場合、前記ｅＮｏｄｅＢに、前記Ｐ－ＭＰＲが前記ＰＨＲにおいて
どのように変化したのかを示す手段と、
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響され
ず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを
示す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加も減少もしていない場合に、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃは、前記ＰＨＲに
おけるインジケーションを設定することにより、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－ＭＰＲによ
って影響されるか否かを示す手段と、
　前記ｅＮｏｄｅＢに、前記ＰＨＲを送信する手段と、を備える装置。
【請求項２７】
　前記インジケーションは、００の値に設定されるフィールドである、請求項２６に記載
の装置。
【請求項２８】
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　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前
記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最
後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加
した場合に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを０１の値に設定する、請
求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前
記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最
後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少
した場合に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを１０の値に設定する、請
求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響された場合
に前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを１１の値に設定する、請求項２６に
記載の装置。
【請求項３１】
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、請求項２６に記載の装置。
【請求項３２】
　無線通信のための装置であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）値をレポートせよとの要求をイボルブド・ノード
Ｂから受信する手段と、
　前記Ｐ－ＭＰＲ値に関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信
する手段と、
　ここで、前記ＰＨＲは、インジケーションフィールドを含む、
　ここで、前記インジケーションフィールドは、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣ

ＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃ

が、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示す最後のレポートから、前記Ｐ－Ｍ
ＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少もしていない場合に、
前記インジケーションフィールドは、００の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加した場合に、前記インジケーションフィールドは、０１の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で減少した場合に、前記インジケーションフィールドは、１０の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受ける
場合に、前記インジケーションフィールドは、１１の値に設定される、を備える装置。
【請求項３３】
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定すること
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と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガすることと、を実行するように構成された、装置。
【請求項３４】
　前記トリガすることは、前記現在のＰ－ＭＰＲと前記前のＰ－ＭＰＲとの変化がしきい
値を超えており、前記前のＰ－ＭＰＲが最後のＰＨＲが送信された場合のＰ－ＭＰＲであ
ることに基づいて前記ＰＨＲのトリガをリプレースする、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいて変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいてどのように変
化したのかとを示すことと、を実行するように構成された、請求項３３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭ

ＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示すこと
、をさらに実行するように構成された、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供するように構成された、
請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加した場合に、インジケーションを提供するように構成された、請求項３６に記
載の装置。
【請求項３９】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで減少した場合に、インジケーションを提供するように構成された、請求項３６に記
載の装置。
【請求項４０】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響された場合に
インジケーションを提供するように構成された、請求項３６に記載の装置。
【請求項４１】
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
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に含まれる、請求項３５に記載の装置。
【請求項４２】
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　イボルブド・ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）に、電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電
力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）において変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記ｅＮｏｄｅＢに、前記Ｐ－ＭＰＲが前記ＰＨＲにおいて
どのように変化したのかを示すことと、
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響され
ず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを
示す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加も減少もしていない場合に、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃは、前記ＰＨＲに
おけるインジケーションを設定することにより、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－ＭＰＲによ
って影響されるか否かを示すことと、
　前記ｅＮｏｄｅＢに、前記ＰＨＲを送信することと、を実行するように構成された、装
置。
【請求項４３】
　前記インジケーションは、００の値に設定されるフィールドである、、請求項４２に記
載の装置。
【請求項４４】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加した場合
に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを０１の値に設定するように構成さ
れた、請求項４２に記載の装置。
【請求項４５】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少した場合
に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフィールドを１０の値に設定するように構成さ
れた、請求項４２に記載の装置。
【請求項４６】
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前
記現在のＰ－ＭＰＲによって影響された場合に、前記ＰＨＲにおけるインジケーションフ
ィールドを１１の値に設定するように構成された、請求項４２に記載の装置。
【請求項４７】
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、請求項４２に記載の装置。
【請求項４８】
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリとを備え、
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）値をレポートせよとの要求をイボルブド・ノード
Ｂから受信することと、
　前記Ｐ－ＭＰＲ値に関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信
することと、
　ここで、前記ＰＨＲは、インジケーションフィールドを含む、
　ここで、前記インジケーションフィールドは、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣ

ＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃ

が、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示す最後のレポートから、前記Ｐ－Ｍ
ＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少もしていない場合に、
前記インジケーションフィールドは、００の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加した場合に、前記インジケーションフィールドは、０１の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で減少した場合に、前記インジケーションフィールドは、１０の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受ける
場合に、前記インジケーションフィールドは、１１の値に設定される、
を実行するように構成された、装置。
【請求項４９】
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定すること
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガすることと、をコンピュータに実行させるためのコードを記憶したコン
ピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項５０】
　イボルブド・ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）に、電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電
力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）において変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記ｅＮｏｄｅＢに、前記Ｐ－ＭＰＲが前記ＰＨＲにおいて
どのように変化したのかを示すことと、
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響され
ず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを
示す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加も減少もしていない場合に、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃは、前記ＰＨＲに
おけるインジケーションを設定することにより、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－ＭＰＲによ
って影響されるか否かを示すことと、
　前記ｅＮｏｄｅＢに、前記ＰＨＲを送信することと、をコンピュータに実行させるため
のコードを記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項５１】
　前記インジケーションは、００の値に設定されるフィールドである、請求項５０に記載
のコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項５２】
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）値をレポートせよとの要求をイボルブド・ノード
Ｂから受信することと、
　前記Ｐ－ＭＰＲ値に関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信
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することと、
　ここで、前記ＰＨＲは、インジケーションフィールドを含む、
　ここで、前記インジケーションフィールドは、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣ

ＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃ

が、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示す最後のレポートから、前記Ｐ－Ｍ
ＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少もしていない場合に、
前記インジケーションフィールドは、００の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加した場合に、前記インジケーションフィールドは、０１の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響されず、
前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲ値が、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で減少した場合に、前記インジケーションフィールドは、１０の値に設定される、
　ここで、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲ値によって影響を受ける
場合に、前記インジケーションフィールドは、１１の値に設定される、
をコンピュータに実行させるためのコードを記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　１つの構成では、ＵＥはまた、現在のＰ－ＭＰＲがＰＨＲにおいて変化しているか否か
、および、現在のＰ－ＭＰＲがＰＨＲにおいてどのように変化したかをも示しうる。ＵＥ
はまた、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、ＰＨＲにおける現在のＰ
－ＭＰＲによって影響されるか否かをも示しうる。例えば、レポートされたＰＣＭＡＸ，

ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、現在のＰ
－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポートから、現在のＰ－ＭＰＲが、ダ
ウンリンク経路喪失変化しきい値（すなわち、ｄｌ－ｐａｔｈｌｏｓｓＣｈａｎｇｅ）以
上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供することによって、ＵＥ
は、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示し
うる。表１のＰＩフィールド“００”を参照されたい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　別の例において、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響され
ず、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上ま
で増加した場合に、インジケーションを提供することによって、ＵＥは、レポートされた
ＰＣＭＡＸ，ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示しうる。表１のＰＩフ
ィールド“０１”を参照されたい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００６７】
　さらなる例において、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響
されず、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けること
を示す最後のレポートから、現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで減少した場合に、インジケーションを提供することによって、ＵＥは、レポートさ
れたＰＣＭＡＸ，ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示しうる。（表１の
ＰＩフィールド“１０”を参照されたい）。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　例えば、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、レポ
ートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポー
トから、Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少もしてい
ない場合に、インジケーションを提供することによって、ＵＥは、レポートされたＰＣＭ

ＡＸ，ｃがＰ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示しうる。表１のＰＩフィールド“０
０”を参照されたい。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　別の例において、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃがＰ－ＭＰＲによって影響されず、レ
ポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加した場合に、
インジケーションを提供することによって、ＵＥは、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃがＰ
－ＭＰＲによって影響されるか否かを示しうる。表１のＰＩフィールド“０１”を参照さ
れたい。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　さらなる例では、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃがＰ－ＭＰＲによって影響されず、レ
ポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少した場合に、
インジケーションを提供することによって、ＵＥは、レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃがＰ
－ＭＰＲによって影響されるか否かを示しうる。表１のＰＩフィールド“１０”を参照さ
れたい。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
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　本開示の上記記載は、当業者をして、本開示の製造または利用を可能とするように提供
される。本開示に対するさまざまな変形は、当業者に容易に明らかであって、本明細書で
定義された一般原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく、他のバリエーシ
ョンに適用されうる。このように、本開示は、本明細書で示された例および設計に限定さ
れることは意図されておらず、本明細書で開示された原理および新規な特徴に一致した最
も広い範囲に相当するとされている。
　以下に、出願当初の発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線通信の方法であって、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定すること
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガすることと、を備える方法。
［Ｃ２］
　前記トリガすることは、前記現在のＰ－ＭＰＲと前のＰ－ＭＰＲとの変化がしきい値を
超えており、前記前のＰ－ＭＰＲが最後のＰＨＲが送信された場合のＰ－ＭＰＲであるこ
とに基づいて前記ＰＨＲのトリガをリプレースする、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいて変化したか否かと、前記変化が示された
場合、前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいてどのように変化したのかとを示すこ
と、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける現在のＰ－
ＭＰＲによって影響されるか否かを示すこと、をさらに備えるＣ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供することを備える、Ｃ４
に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否か
を示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加した場合に、インジケーションを提供することを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否か
を示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで減少した場合に、インジケーションを提供することを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否か
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を示すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響された場合に
インジケーションを提供することを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ１０］
　無線通信の方法であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）におい
て変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が前記電力ヘッド
ルーム・レポート（ＰＨＲ）においてどのように変化したのかを示すことと、
　前記ＰＨＲを送信することと、を備える方法。
［Ｃ１１］
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－Ｍ
ＰＲによって影響されるか否かを示すこと、をさらに備えるＣ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少も
していない場合に、インジケーションを提供することを備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加した場合
に、インジケーションを提供することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少した場合
に、インジケーションを提供することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すことは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響された場合にインジ
ケーションを提供することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１７］
　無線通信の方法であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）をレポートせよとの要求をイボルブド・ノードＢ
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から受信することと、
　前記Ｐ－ＭＰＲに関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信す
ることと、を備える方法。
［Ｃ１８］
　無線通信のための装置であって、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定する手段
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガする手段と、を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記トリガする手段は、前記現在のＰ－ＭＰＲと前のＰ－ＭＰＲとの変化がしきい値を
超えており、前記前のＰ－ＭＰＲが最後のＰＨＲが送信された場合のＰ－ＭＰＲであるこ
とに基づいて前記ＰＨＲのトリガをリプレースする、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいて変化したか否かを示す手段と、
　前記変化が示された場合、前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいてどのように変
化したのかとを示す手段と、をさらに備えるＣ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける現在のＰ－
ＭＰＲによって影響されるか否かを示す手段、をさらに備えるＣ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を
受けることを示す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失
変化しきい値以上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供する、Ｃ
２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を
受けることを示す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失
変化しきい値以上まで増加している場合に、インジケーションを提供する、Ｃ２１に記載
の装置。
［Ｃ２４］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響されず、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を
受けることを示す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失
変化しきい値以上まで減少している場合に、インジケーションを提供する、Ｃ２１に記載
の装置。
［Ｃ２５］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影
響された場合にインジケーションを提供する、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
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に含まれる、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２７］
　無線通信のための装置であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）におい
て変化したか否かを示す手段と、
　前記変化が示された場合、前記電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が前記電力ヘッド
ルーム・レポート（ＰＨＲ）においてどのように変化したのかを示す手段と、
　前記ＰＨＲを送信する手段と、を備える装置。
［Ｃ２８］
　レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－Ｍ
ＰＲによって影響されるか否かを示す手段、をさらに備えるＣ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前
記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最
後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加
も減少もしていない場合に、インジケーションを提供する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前
記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最
後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加
した場合に、インジケーションを提供する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前
記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最
後のレポートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少
した場合に、インジケーションを提供する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
す手段は、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響された場合
にインジケーションを提供する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３４］
　無線通信のための装置であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）をレポートせよとの要求をイボルブド・ノードＢ
から受信する手段と、
　前記Ｐ－ＭＰＲに関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信す
る手段と、を備える装置。
［Ｃ３５］
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定すること
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
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れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガすることと、を実行するように構成された、装置。
［Ｃ３６］
　前記トリガすることは、前記現在のＰ－ＭＰＲと前のＰ－ＭＰＲとの変化がしきい値を
超えており、前記前のＰ－ＭＰＲが最後のＰＨＲが送信された場合のＰ－ＭＰＲであるこ
とに基づいて前記ＰＨＲのトリガをリプレースする、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいて変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記現在のＰ－ＭＰＲが、前記ＰＨＲにおいてどのように変
化したのかとを示すことと、を実行するように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭ

ＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示すこと
、をさらに実行するように構成された、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加も減少もしていない場合に、インジケーションを提供するように構成された、
Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで増加した場合に、インジケーションを提供するように構成された、Ｃ３８に記載の
装置。
［Ｃ４１］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されず、前記
レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響を受けることを示
す最後のレポートから、前記現在のＰ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以
上まで減少した場合に、インジケーションを提供するように構成された、Ｃ３８に記載の
装置。
［Ｃ４２］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響されるか否
かを示すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記現在のＰ－ＭＰＲによって影響された場合に
インジケーションを提供するように構成された、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、Ｃ３７に記載の装置。
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［Ｃ４４］
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）におい
て変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が前記電力ヘッド
ルーム・レポート（ＰＨＲ）においてどのように変化したのかを示すことと、
　前記ＰＨＲを送信することと、を実行するように構成された、装置。
［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、レポートされた現在の最大出力電力ＰＣＭ

ＡＸ，ｃが、前記ＰＨＲにおける前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示すように
構成された、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加も減少も
していない場合に、インジケーションを提供するように構成された、Ｃ４５に記載の装置
。
［Ｃ４７］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで増加した場合
に、インジケーションを提供するように構成された、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されず、前記レポー
トされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響を受けることを示す最後のレポ
ートから、前記Ｐ－ＭＰＲが、ダウンリンク経路喪失変化しきい値以上まで減少した場合
に、インジケーションを提供するように構成された、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが、前記Ｐ－ＭＰＲによって影響されるか否かを示
すために、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記レポートされたＰＣＭＡＸ，ｃが前
記現在のＰ－ＭＰＲによって影響された場合にインジケーションを提供するように構成さ
れた、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記ＰＨＲは、拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素を備え、前
記インジケーションは、前記拡張電力ヘッドルーム媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
に含まれる、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ５１］
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）をレポートせよとの要求をイボルブド・ノードＢ
から受信することと、
　前記Ｐ－ＭＰＲに関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信す
ることと、を実行するように構成された、装置。
［Ｃ５２］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　前の電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）と現在のＰ－ＭＰＲとの差分を判定すること
と、ここで、前記前のＰ－ＭＰＲは、前記前のＰ－ＭＰＲによる電力バックオフが適用さ
れていることを示すインジケーションが通信された場合のＰ－ＭＰＲである、
　前記差分がしきい値よりも大きく、前記現在のＰ－ＭＰＲが最大電力低減（ＭＰＲ）と
追加のＭＰＲ（Ａ－ＭＰＲ）との総和よりも大きい場合、電力ヘッドルーム・レポート（
ＰＨＲ）をトリガすることと、のためのコードを備えるコンピュータ読取可能な媒体を備
える、コンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５３］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）におい
て変化したか否かを示すことと、
　前記変化が示された場合、前記電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）が前記電力ヘッド
ルーム・レポート（ＰＨＲ）においてどのように変化したのかを示すことと、
　前記ＰＨＲを送信することと、のためのコードを備えるコンピュータ読取可能な媒体を
備える、コンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５４］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　電力管理最大電力低減（Ｐ－ＭＰＲ）をレポートせよとの要求をイボルブド・ノードＢ
から受信することと、
　前記Ｐ－ＭＰＲに関連する情報を含む電力ヘッドルーム・レポート（ＰＨＲ）を送信す
ることと、のためのコードを備えるコンピュータ読取可能な媒体を備える、コンピュータ
・プログラム製品。


	header
	written-amendment

